いがあります が、 これ は 当時の 風俗 を 知る ため、 手許 

にあって、 年月に 間違いの ない もの ゆえに、 私事 を捨 

さしえ てんぽう 

てて 入れました。 挿絵 は 天 保 十四 年に 生れた 故 父 

け い せきしん ぞう 

渓石深 造が 六 歳の ころから 明治 四 年までの 見聞 を 「実 

見 画録」 として 百 五十 図書 残しお いて くれました なか 

から、 すこしば かり 選び 入れました。 装 g は 

か ら すま み つ やすき よう ごせんし ゆう 

烏 丸 光康 卿 『後 撰 集』 表紙 裏のう つし、 見返し は 朱が 

ク た.. これ もん 

赤す ぎました が、 古画 中 直垂紋 であります。 

しょし すみやか 

この 書 は 書肆の 熱意に て、 極めて 速 に 出来、 ふり 

そせ つ 

がな を 一 度 失いした めにある いは 校正の 麁洩も あらん 

かと それの み をお それます。 
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